











































































































遠足 合宿 修旅 社会 文化祭 体育祭 水泳 合唱 球技 駅伝 発表 学校数
公立合計 46 20 68 16 74 67 3 35 68 33 17 74
































清掃などの奉仕活動 11 件（8.3%）、勉強合宿 9 件（6.8%）と続いた。学校の特色が表れた他
に比類のないユニークな事例もいろいろ収集できた。一部を以下に列記する。 
遠足 合宿 修旅 社会 文化祭 体育祭 水泳 合唱 球技 駅伝 発表 学校数
高校合計 49 25 82 18 89 79 2 37 80 37 19 89
中等合計 24 17 38 15 42 39 6 22 35 18 11 42
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Ⅳ．その他の学校行事
　第2の項目では、第1の質問項目で選択肢に挙げた以外の学校行事があれば自由記述する
ように求めた。上記以外で一番多かったのは芸術鑑賞会で131校中15件（11.4%）、次いで
地域清掃などの奉仕活動11件（8.3%）、勉強合宿9件（6.8%）と続いた。学校の特色が表れ
た他に比類のないユニークな事例もいろいろ収集できた。一部を以下に列記する。
　・入学を祝う会、卒業を祝う会、予餞会
　・…野球やサッカーの大会応援、他校とのスポーツ定期戦、ボートレース、ヨット周航、
武道大会、寒稽古、遠泳
　・歩く会（徒歩き）、ロードハイク、ナイトハイク
　・スキー合宿、サマーキャンプ、キャンプ
　・百人一首大会、カルタ大会、読書感想コンクール
　・…海外派遣研修、ショートステイ、短期留学、語学研修、姉妹校交流、英語キャンプ、
英語スピーチ大会、英語ディベート大会
　・テーブルマナー講座、制服講座、心に火をつけるフォーラム
　・動物園清掃、幼稚園訪問、小さな親切運動
　・芋煮会、うどん作り、カッパ踊り
　詳しい内容が不明なものが多いが、公立・私立を問わず、各校の伝統、特色、地域性が
感じられて興味深い。それぞれの学校が工夫を凝らし、生徒に多様な学びの機会を提供し
ているようすがよくわかる。機会があれば個別の事例取材もしてみたいと思う。
Ⅴ．ホームルーム活動の実施状況概要
　第3の質問項目では、高等学校のホームルーム活動について予備調査を行った。出身高
校で実施されていたロングホームルーム（LHR）の内容を自由記述で回答してもらった。
朝や放課後のショートホームルームは除外し、時間割に位置づけられたLHRの時間の主
な使い方について回答するよう指示した。
　ここでの集計対象は2016年度の３年次生（理学部33名、看護学部6名、海洋生命科学部
21名）、計60名である。設置者別内訳は、都道府県市立36校、私立24校だった。自由記述
からの読み取りであるため、詳細が判別できないものもあり、予備的な集計にとどまるが、
結果の概要は以下の通りである。
学年全体で講話や講演会を実施する場合や、進路指導や学校行事の準備あるいは事務的作
業に使われる場合を除くと、LHR運営形態は大きく分けて次の３つに分類できる。
　①　…LHR委員などの生徒の組織・役割分担があって、基本的に生徒主体で運営する。
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　②　主としてクラス担任が教室の前に立ち、講話や活動の指示を行う。
　③　…補講や自習時間・自由時間として使われ、実質的なホームルーム活動を行っていな
い。
　それぞれの運営携帯を百分率帯グラフで示したものが図３である。公立／私立の設置者
別で比較した。①の生徒主体の運営による実施率は全体の２割弱にとどまり、特に私学で
は低い。公立／私立を問わず、②の分類が多く、LHRの運営がクラス担任の裁量にゆだ
ねられている実態が見えてくる。③の分類のようにホームルーム活動とは言いがたい事例
も少なくない。看過できない実態であると言える。
　自由記述の内容を読むと、LHRで行われる活動の多くは進路指導がらみで、次いで道
徳的指導や生活指導となっているが、生徒主体の活動が定着している学校では、討論やボ
ランティア活動などの企画が生徒主体で進められている事例もある。
　高等学校学習指導要領ではホームルーム活動の目標を「学校における生徒の基礎的な生
活集団として編成したホームルームを単位として，ホームルームや学校の生活の充実と向
上，生徒が当面する諸課題への対応に資する活動を行うこと」としていて、次のような活
動内容を例示している
1，2
。
　　　（1）…ホームルームや学校の生活づくり
　　　　ア　ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決
　　　　イ　ホームルーム内の組織づくりと自主的な活動
　　　　ウ　学校における多様な集団の生活の向上
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　　　（2）…適応と成長及び健康安全
　　　　ア　青年期の悩みや課題とその解決
　　　　イ　自己及び他者の個性の理解と尊重
　　　　ウ　社会生活における役割の自覚と自己責任
　　　　エ　男女相互の理解と協力
　　　　オ　コミュニケーション能力の育成と人間関係の確立
　　　　カ　ボランティア活動の意義の理解と参画
　　　　キ　国際理解と国際交流
　　　　ク　心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立
　　　　ケ　生命の尊重と安全な生活態度や規律ある習慣の確立
　　　（3）…学業と進路
　　　　ア　学ぶことと働くことの意義の理解
　　　　イ　主体的な学習態度の確立と学校図書館の利用
　　　　ウ　教科・科目の適切な選択
　　　　エ　進路適性の理解と進路情報の活用
　　　　オ　望ましい勤労観・職業観の確立
　　　　カ　主体的な進路の選択決定と将来設計
　今回の予備調査の結果からみると、「（3）…学業と進路」に関してはホームルーム活動の中
で十分な時間が当てられていると判断できるが、（1）…（2）に関しては必ずしも十分に配慮
されていない現場があるのではないかと推測される。
Ⅵ．今後に向けて
　学生アンケートを通じての実態調査は、現場の意図を的確に反映したものとはなってい
ない可能性が高い反面、冒頭にも述べたように、生徒目線での教育効果を調べるには、よ
り実態に近い結果が得られることも期待できる。
　学校行事に関して言えば、調査に協力した学生の文章からは、各種の学校行事が強烈な
印象と好感をもって受け止められ、青春時代の想い出を形成すると共に、彼らの人格形成
に少なからず寄与している様子がうかがえる。
　これに対して、ホームルーム活動に関しては、すぐれた実績を上げている学校もある反
面、「ほとんど印象がない」と述懐する回答者もいるほど、教育効果を上げないまま放置さ
れている現場もあるという、上下の大きな隔たりが浮き彫りになってきた。
　今回の報告は予備調査としてのラフな内容にとどまるが、今後、アンケートの質問項目
をより具体化して測定の精度をあげるなど、問題点を掘り下げることを試みたい。
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